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ここでは学習のポイントについてまとめます。
城倉先生のスライドと共に見てください。

1 体腔と漿膜腔の違い
体腔は、骨格、筋肉に囲まれ、漿膜腔は漿膜に包まれる。
スライドｐ８からｐ１５を参照。

2 人体がどのような器官系で構成され、各器官系にはどのような器官があるか。
スライドｐ１８から３３を参考に各自覚えてください。

3 心臓を包む膜
心膜に包まれている。
スライドｐ４３，４４参照。
ちなみに人体の正常構造と機能はｐ８６

4 体循環と肺循環の意味
体循環は、細胞に酸素を渡し、活動によって出た二酸化炭素を受け取る。肺循環では呼吸運動で得られた酸素を受け取り、二酸化炭素を受け渡す。
スライドｐ４５，４６参照。
人体の正常構造と機能はｐ８２，８３

5 心臓がポンプとして働く仕組み（弁の働き、刺激伝導）
弁は逆流を防ぎ、刺激伝導系は心房から心室へ順序よく心筋を収縮させる。
詳細はスライドのｐ５２から６２と人体の正常構造と機能のｐ９２か９５で

6 心臓に出入りする大きな血管
7 胸部の大動脈の走行と枝
8 胸部の静脈系の種類と走行
大動脈は上行大動脈、大動脈弓、下行大動脈に分けられ、そこからさらに枝分かれする。大静脈には、上大静脈、下大静脈があり、その間を奇静脈がつなぐ。
詳細はスライドのｐ６３から６９、人体の正常構造と機能のp１１４，１１５
